
                          
 

大
切
な
人
を
失
う
と
、
ど
う
し
て

も
喪
失
感
に

苛
さ
い
な

ま
れ
る
。
ま
る
で

心
に
穴
が
開
い
た
か
の
よ
う
に
、
ふ

と
し
た
時
に
涙
が
溢
れ
、
力
が
抜
け

る
。
「
時
間
が
一
番
の
薬
」
な
ど
と

言
わ
れ
て
も
、
放
っ
て
お
く
だ
け
で

は
心
身
は
疲
れ
、
場
合
に

よ
っ
て
は
病
を
も
患
う
。 

 

そ
ん
な
喪
失
感
に
対
し

て
、
世
間
で
は
様
々
な

「
対
処
法
」
が
奨
励
さ
れ

て
い
る
。
趣
味
を
楽
し
む

と
か
誰
か
に
話
を
聞
い
て

も
ら
う
と
か
、
そ
れ
で
も

駄
目
な
ら
専
門
家
に
よ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
有
効

だ
と
さ
れ
る
。 

 

そ
の
意
味
で
は
、
葬
儀

や
法
事
と
い
っ
た
仏
事
も
良
い
対
処

法
で
あ
ろ
う
。
家
族
や
親
族
、
友
人

ら
が
集
う
こ
と
で
、
癒
し
を
得
た
り

励
み
を
も
ら
っ
た
り
と
、
何
か
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
の
要
素
が
多
い
。
残
さ
れ

た
者
た
ち
と
の
絆
や
そ
の
大
切
さ
を

確
認
す
る
こ
と
で
、
人
は
ま
た
前
進

し
よ
う
と
思
え
る
の
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
葬
儀
も
法
事
も
そ
れ
が

目
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

は
仏
事
を
行
う
こ
と
の
一
側
面
で
あ

っ
て
、
実
に
尊
い
こ
と
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
仏
事
本
来
の

目
的
は
亡
者
も
遺
族
も

皆
が
「
成
仏
」
（
或
は

「
往
生
」
）
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
喪
失
感
に

関
し
て
言
え
ば
、
仏
事

は
対
処
法
で
は
な
く

「
解
決
法
」
と
言
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。 

 

 

も
し
も
今
、
あ
な
た

が
喪
失
感
を
抱
い
て
い

る
の
な
ら
、
様
々
な
対

処
法
も
も
ち
ろ
ん
良
い
の
だ
が
、
成

仏
と
い
う
解
決
法
を
最
優
先
に
さ
れ

た
い
。
亡
者
も
自
身
も
、
伴
に
成
仏

道
を
歩
む
こ
と
で
、
苦
の
本
質
を
知

り
、
故
に
そ
れ
を
滅
す
る
こ
と
が
唯

一
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。（
龍
） 
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喪  失  感 
ひ  と  も  し 

長
泉
寺
杖
心
会
主
催 

檀
信
徒 

日
帰
り
バ
ス
巡
礼 

 

神
在
祭
最
終
日
に
行
く 

出
雲
大
社 

参
拝
の
旅 

12 月6 日（土）午前 7時 長泉寺出発 
【旅程】長泉寺出発7:00 ＝＝＝ 出雲大社参拝～昼食～ 国宝「松江城」・

塩見縄手（松江市）など ＝＝＝ 長泉寺到着 19:00頃予定 
  
「神在祭」とは、一年に一度全国の八百万の神様が出雲にお集いなされるにつき、出

雲大社で奉修されるお祭りです。杖心会は今回、同祭最終日（旧暦 10 月 17 日：本

年は 12月 6日となります）に出雲大社へ参拝します。 

どなたでもご参加いただけますので、ぜひご一緒しましょう。 

参加費 13,000 円/大人一人 （中学生以下 4,000円） 

別紙案内・申込書をご参照下さい 



白
須
賀
観
音 

夏
ま
つ
り 

七
月
十
二
日
、
「
白し

ら

須す

賀が

観か
ん

音の
ん

夏

ま
つ
り
」
を
奉
修
し
ま
し
た
。
檀
信

徒
皆
様
よ
り
多
大
な
る
お
力
添
え
を

賜
り
ま
し
た
お
か
げ
で
、
昨
年
を
上

ま
わ
る
約
一
、
三
〇
〇
名
も
の
方
々

に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
大
変
賑
や
か

な
る
祭
と
な
り
ま
し
た
。 

当
祭
は
、
宝
永
の
大
地
震
（
一

七
〇
七
）
に
お
い
て
池
田
綱つ

な

政ま
さ

公
を

救
っ
た
と
伝
わ
る
白

須
賀
観
音
を
本
尊
に
、

一
週
間
に
わ
た
っ
て

「
七
日
千せ

ん

手じ
ゅ

法ほ
う

」
を

奉
修
し
、
檀
信
徒
皆

様
の
除
災
招
福
を
祈

願
す
る
法
会
を
行
う

も
の
で
、
そ
の
結け

ち

願が
ん

に
際
し
て
「
夏
ま
つ

り
」
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。 

境
内
に
は
十
二
の

屋
台
が
出
店
す
る
ほ

か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
長
泉
寺

合
唱
団
ナ
ー
ガ
、
歌
の
お
兄

さ
ん
「
あ
お
に
ぃ
」
、
書
道
家

「
梨り

乃の

」
、
う
ら
じ
ゃ
連
「
四し

季き

」
、
松ま

つ

原ば
ら

徹
と
お
る

（
敬
称
略
）

の
五
組
が
出
演
し
大
変
盛
り

上
が
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し

た
。 協

賛
企
業
各
位
よ
り
景
品

提
供
を
い
た
だ
い
た
「
お
楽

し
み
抽
選
会
」
も
大
盛
況

で
、
子
ど
も
の
部
特
賞
と
し

て
株
式
会
社
グ
ロ
ッ
プ
様
よ

り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
フ
ァ

ジ
ア
ー
ノ
岡
山
選
手
サ
イ
ン

入
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
紹
介

し
た
際
に
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大

歓
声
が
上
が
る
ほ
ど
で
し
た
。 

檀
信
徒
皆
様
を
は
じ

め
、
地
域
の
方
々
、
特

に
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
夏
の
楽
し
い
思
い

出
に
な
っ
た
で
し
ょ
う

し
、
願
わ
く
は
そ
れ
が

未
来
の
岡
山
、
地
域
の

護
持
に
つ
な
が
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。 

そ
し
て
そ
れ
ら
す
べ
て
が
、
多
く

の
檀
信
徒
皆
様
よ
り
協
賛
金
を
頂
戴

し
（
次
頁
に
ご
芳
名
掲
載
）
、
さ
ら

に
は
各
企
業
・
団
体
様
よ
り
ご
協
力
、

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
お
か
げ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

書道家・梨乃さんによる書道パフォーマンスの様子 



白
須
賀
観
音 

夏
ま
つ
り 

協
讃
者
ご
芳
名 

順
不
同 

敬
称
略 

 福
原
貞
子 

 
丸
山
幸
男 

 

村
田
信
子 

伊
山
義
晴 

 

浅
野
信
彦 

 

井
上
正
美 

小
川
孝
雄 

 

山
下
弘
子 

 
木
下
一
男 

三
宅
茂
子 

 

伊
賀
禮
子 

 
杉
山
花
子 

穐
田
哲
也 

 

沖
田
武
司 

 
 

前
原 
肇   

浮
田
恭
弘 

 

田
中
建
治 

 

時
吉
正
志 

中
川
美
代
子 

 

万
代 

弘 
 

浜
本
忠
義 

清
久
茂
美 

 

西
村
弥
千
代 

 

谷 

貞
治

浮
田
當
枝 

 

清
水
恭
子 

中
岡
光
夫 

仲
田
知
行 

草
地
幸
子 

杉
山
直
樹 

 

冨
田
英
行  

川
合
愛
子  

鷲
尾
み
ゆ
き 

奥
植
恵
子 

 

稲
田
公
子 

 

中
村
希
典 

小
林
閑
子 

 

宮
本
伸
一 

源
根
三
佐
子 

中
塚
勝
之 

 
 

水
畑
孝
昭 

 
 

定
清 

勇 

西
方
邦
春 

 
 

山
田
芳
子 

 

伊
達
浩
子

落
合
か
お
り 

 

松
田
恭
子 
 

酒
井 

勉

福
光
司
郎 

  

豊
田 

實  
 

中
村
久
美
子 

速
水
睦
枝 

 

髙
田
孝
治 

三
宅
隆
士 

町
田 

侃 
 

小
西
武
、
晴
子 

山
本
弘
敏 

小
野
智
久  

笹
山
善
男 

 

重
藤
美
代
子 

湯
之
上
良
光 

 

英 

則
幸 

 

信
部
淳
子 

加
藤
知
子  

小
林
志
保
子  

福
池
忠
重 

奥
田
千
鶴
子 

内
藤
浩
介 

髙
田
聖
三 

有
松
達
朗 

津
田
千
代
美 

 

奥 

昭
恵 

原
田
晴
生 

 
 

玖
村 

勝 
 
 

浮
田
浩
自 

田
中 

強 
 
 

山
田
紀
香 

 
 

難
波
治
子 

武
元
幸
子  

石
伊
貴
志
子  

土
松
良
一 

岡 

千
代
子 

  

四
宮
満
子  

 

福
見 

緑 

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
片
山 

 
 

藤
原 

功 

近
藤
正
一 

 

高
杉
泰
彦 

 

桂
木
愛
子 

内
藤
剛
志 

 

田
邊
善
治 

 

妹
尾
政
典 

丸
山
惣
一 

 

有
松
絹
子 

有
松
啓
介 

村
松
義
伸 

 

矢
吹
哲
男 
 

佐
藤
恭
子 

金
森
裕
明  

金
森
啓
子  

長
江
志
満
子 

渡
邉
秀
明 

 

家
守
徑
子 

 

三
宅
恒
夫 

間 

健
一 
 
 
北
川
喜
信 

 
 

三
宅
信
好 

石
井
司
朗 

 

安
田
純
三 

 

多
田
章
利 

川
上
節
夫 

 

有
松
正
彦 

 

人
見
和
幸 

寺
村
昭
子 

 

丸
山
順
恵 

 
真
野
文
女 

工
藤
恭
子 

 

福
本
伸
一 

原
田
清
子 

三
宅
博
文  

  

上
村
達
也    

大
西 
緑 

田
中
幸
治 

 
 

中
塚
房
子 

 
 

石
村 

学 

香
川
和
道 

 
 

蛭
田
利
夫 

 
 

小
原 

泰 

小
林
幸
治
、
賢
治    

  

谷
佐
田
正
人  

髙
村
敏
昭 

 
 

狩
野 

毅 
 
 

秋
庭
隆
志 

山
木
奈
美 

 

萱
原
重
子 

 

西
尾
新
一 

伊
藤
圭
子 

 

中
西
勝
広 

 

西
山
由
美 

岩
見 

徹 
 
 

谷
口
悦
朗 

 
 

嘉
数
英
美 

奥
津 

亘 
   

二
階
堂
雅
美    

川
﨑 

渡 

野
村
和
江 

 
 

光
元
潤
子 

 
 

浦
上 

洋 

柿 

碧 
 

㈱
池
田
動
物
園 

小
原
洋
美 

丸
山
貴
子 

 

垪
和
秀
明 

 

太
田
晏
培 

長
畑
珦
子  

久
住
桂
子  

浅
尾
む
つ
眸 

布
野 

貢   

下
石
八
重
子 

 

久
保
剛
一 

早
川
文
尋  

表
谷
久
美
子  

西
田
幸
子 

石
原
縉
吾 

 

松
井
三
平 

 

岡
田
陽
一 

有
松
和
夫 

 
 

松
井
千
明 

 
 

泉 

晃
子 

中
川
潤
二   

ほ
か
匿
名
希
望
者 

三
名 

  特
別
御
供 

 

池
田
厚
子 

様 
 

【お
楽
し
み
抽
選
会 

景
品
提
供
】 

㈱
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｐ 

様 

㈱
池
田
動
物
園 

様 

㈱
中
原
三
法
堂 

浜
店 

様 

㈱
肉
の
ク
マ
ザ
ワ 

様 

割
烹
か
ど
や 

様 
備
前
味
噌
醤
油
株
式
会
社 

様 
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

様 

㈱
ト
マ
ト
銀
行 
様 

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
片
山 
様 

【協
力
企
業
・
団
体
】 

㈱
池
田
動
物
園 

様 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

音
楽
の
砦 

様 

南
方
中
道
長
泉
寺
町
内
会 

様 

あ
い
さ
か
歯
科
医
院 

様 

サ
ン
ヨ
ー
薬
局 

南
方
店 

様 

㈱
南
方
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

様 

医
療
法
人 

南
方
ク
リ
ニ
ッ
ク 

様 
 い

た
だ
い
た
ご
協
力
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す 

 
 
 
 

合 

掌 

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会  

       

 

出店屋台 

酒ショップ山本    南方カフェ 

九郎の途上   レストラン Ｓａｂｏｒｏｓａ 

パトラッシュＢ.Ｔ.Ｗ.   トコトコ商店 

南方中道長泉寺町内会    Ｒｉｌｉｅ 

酵素玄米ＭＯＪＩＲＯ  グレンデルの釜屋 

やきや    Kawazu Brewing 

 



長
泉
寺
合
唱
団
ナ
ー
ガ 

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

六
月
二
十
九
日
、
長
泉
寺
合
唱
団

ナ
ー
ガ
は
「
岡
山
空
襲
八
十
年
忌
」

並
び
に
「
結
成
十
周
年
」
を
記
念
し

て
表
題
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
会

場
と
な
っ
た
本
堂
に
は
、
満
員
と
な

る
九
十
名
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

岡
山
空
襲
八
十
年
忌
を
テ
ー
マ
に

し
た
第
一
部
で
は
、
ナ
ー
ガ
の
歌
声

と
と
も
に
ス
ラ
イ
ド
で
空
襲
以
前
、

並
び
に
以
後
の
岡
山
市
街
地
写
真
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
空
襲
で
失
っ
た
も

の
と
そ
れ
か
ら
八
十
年
の
歩
み
を
か

み
し
め
な
が
ら
追
悼
の
思
い
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
写
真
提
供
協

力
：
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
様 

岡
山
空
襲

展
示
室
様 

六
高
記
念
館
様 

渡
辺
泰
多
様
）  

結
成
十
周
年
を
記
念
し
た
第
二
部

で
は
、
ナ
ー
ガ
が
思
い
入
れ
の

あ
る
曲
や
来
場
者
皆
様
と
一
緒

に
歌
え
る
曲
を
セ
レ
ク
ト
し
、

楽
し
く
心
豊
か
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

指
揮
の
佐さ

々さ

木き

英ひ
で

代よ

先
生
に

ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
当
コ

ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
入
念
に
練

習
と
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
の

で
、
無
事
盛
況
に
終
わ
る
こ
と

が
で
き
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
い

る
次
第
で
す
。 

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

施
餓
鬼
法
会 

毎
年
恒
例
の
施せ

餓が

鬼き

法ほ
う

会え

は
、
近

年
の
八
月
が
あ
ま
り
に
も
暑
い
の
で
、

本
年
よ
り
当
山
本
堂
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
つ
い
て
は
八
月
二
十

一
日
、
毎
月
恒
例
の
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

縁え
ん

日に
ち

法ほ
う

会え

を
十
時
よ
り
奉
修
し
た
後
、
ご

参
拝
の
皆
様
と
東
方
に
向
か
っ
て
施

餓
鬼
法
会
を
開
莚
。

略
り
ゃ
く

施
餓
鬼
作さ

法ほ
う

を
奉
修
す
る
と
と
も
に
、
お
申
込

み
を
い
た
だ
い
た
卒そ

塔と
う

婆ば

に

流
り
ゅ
う

水す
い

加か

持じ

を
行
い
、
檀
信
徒
精
霊
に
回
向

を
捧
げ
ま
し
た
。 

檀
信
徒
合
同
盆
供
養 

 

八
月
十
五
日
、
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

会え

に
際
し

ま
し
て
「
檀
信
徒
合
同
盂
蘭
盆
総
供

養
法
会
」
を

玉
ぎ
ょ
く

佛ぶ
つ

堂ど
う

に
て
奉
修
し

ま
し
た
（
参
拝
二
十
名
）。 

初
盆
を
迎
え
ら
れ
た
お
方
や
、
盆

参
拝
時
に
お
留
守
を
さ
れ
て
い
た
お

方
、
楽ら

く

陽よ
う

廟
び
ょ
う

で
永
代
供
養
を
さ
れ

て
い
る
お
方
な
ど
、
ご
縁
あ
る
皆
様

に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
と
も
に
各
家

精
霊
に
回
向
を
捧
げ
ま
し
た
。 



    

      

 

              

出
家
得
度
式 

龍
り
ゅ
う

門も
ん

住
職
の
三
男
真ま

さ

人と

（
算
八

歳
）
は
、
八
月
二
十
日
に
出

し
ゅ
っ

家け

得と
く

度ど

式し
き

を
迎
え
、
名
誉
住
職
の
光こ

う

研け
ん

権ご
ん

大だ
い

僧そ
う

正
じ
ょ
う

戒か
い

師し

の
も
と
、
法
縁
深
い

僧
衆
や
総
代
ら
に
見
守
ら
れ
る
中
、

晴
れ
て
新し

ん

発ぽ
っ

意ち

（
仏
弟
子
）
と
成
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僧
名
は

「
龍

り
ゅ
う

蔵ぞ
う

」
で
す
。 

檀
信
徒
皆
様
に
は
成
長
を
見
守
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

寺
子
屋
文
化
講
座  

当
山
で
隔
月
開
催
し
て
い
る
「
寺

子
屋
文
化
講
座
」
は
七
月
二
十
二
日
、

第
五
十
二
回
目
と
し
て
岡
山
民
俗
学

会
の
平ひ

ら

松ま
つ

典の
り

晃あ
き

さ
ん
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
備
前
四
十
八
ヶ
寺
を
創
建
し

た
と
伝
わ
る
「
報ほ

う

恩お
ん

大
師
の
伝
承
と

信
仰
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
（
参
加
約
二
十
名
）。 

ま
た
九
月
十
二
日
に
は
第
五
十
三

回
目
を
開
催
し
、
岡
山
市
埋
蔵
文
化

セ
ン
タ
ー
よ
り
水み

ず

川か
わ

慶よ
し

紀き

さ
ん
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
備
前
地
域
の
古
代

寺
院
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
考
古

学
的
視
点
よ
り
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
（
参
加
約
三
十
五
名
）。 

ご
詠
歌
巡
礼  

当
山
ごご

詠え
い

歌か

会か
い

は
、
恒
例
の
「
ご

詠
歌
巡
礼
」
を
七
月
二
十
四
日
に
開

催
し
、
赤
磐
市
奥
吉
原
に
あ
る
「
霊

山
寺
権
現
社
」
、
和
気
町
に
あ
る
天

台
宗
元が

ん

恩お
ん

寺じ

様
、
和
気
富
士
の
中
腹

に
あ
る
和
気
観
音
堂
、
そ
し
て
和わ

気け
の

清き
よ

麻ま

呂ろ

公
を
祀
る
和
気
神
社
様
を
巡

礼
し
ま
し
た
。 

ま
た
九
月
十
六
日
に
は
、
素す

盞さ
の

嗚お
の

尊
み
こ
と

が
八や

ま

岐た
の

大
蛇

お

ろ

ち

を
斬
っ
た
と
伝
わ

る
剣
が
納
め
ら
れ
た
石い

そ

上の
か

布み
ふ

都つ
み

魂た
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

様
（
赤
磐
市
石
上
）
、
並
び
に
同

社
神
宮
寺
で
あ
る
妙
光
寺
様
を
参
拝
。 

い
ず
れ
も
備
前
岡
山
の
信
仰
史
に

触
れ
な
が
ら
ご
詠
歌
を
奉
納
し
、
楽

し
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
、
檀
徒
で
あ
る
渡わ

た

部な
べ

新し
ん

平ぺ
い

様
（
北
区
弓
之
町
）
よ

り
、
四
国
霊
場
の
本
尊
御お

影
す
が
た

額
を
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
志
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

な
お
、
同
額
は
樂
陽
廟
一
階

に
掲
げ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
拝

見
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 

奉  納 



神
仏
習
合
⑤ 

 
 こ

れ
ま
で
四
回
に
わ
た
り
神
仏
習

合
を
連
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
終

回
と
な
る
今
回
は
「
神
仏
分
離
」
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。 

 中
近
世
の
神
道
の
展
開 

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
通
り
、
仏

教
が
我
が
国
に
伝
来
し
た
六
世
紀
以

降
、
カ
ミ
と
ホ
ト
ケ
は
密
接
に
習
合

し
て
き
ま
し
た
。 

他
方
で
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期

に
か
け
て
、
伊
勢
に
お
い
て
「
伊
勢

神
道
」
が
興
り
、
神
道
独
自
の
教
説

が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
社し

ゃ

僧そ
う

が

神
祇
を
奉
祀
す
る
も
の
と
は
異
な
り
、

神
官
自
ら
が
純
粋
な
る
神
道
を
追
求

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
伊
勢
神
道

は
南
北
朝
時
代
、
伊
勢
豊と

よ

受う
け

大
神
宮

禰ね

宜ぎ

で
あ
る
渡わ

た

会ら
い

家い
え

行ゆ
き

（
一
二
五
六

～
一
三
五
一
）
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ

ま
す
。 

室
町
後
期
に
な
る
と
、
伊
勢
神
道

の
影
響
を
受
け
る
形
で
「
吉
田
神
道
」

が
興
り
ま
す
。
京
都
神
楽
岡

か

ぐ

ら
お

か

・
吉
田

神
社
の
社
家
吉よ

し

田だ

兼か
ね

倶と
も

（
一
四
三
五

～
一
五
一
一
）
は
、
神
道
独
自
の
教

説
を
重
視
す
る
伊
勢
神
道
に
、
儒
教

や
道
教
、
さ
ら
に
は
密
教
的
な
実
践

行
も
取
り
入
れ
、
そ
の
宗
教
力
を
開

花
さ
せ
ま
す
。
以
来
、
江
戸
幕
末
頃

ま
で
、
吉
田
家
は
全
国
の
神
社
・
神

職
の
任
免
権
を
保
持
し
、
神
道
界
の

統
括
者
と
し
て
君
臨
し
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
学
問
の
中

心
で
あ
っ
た
儒
学
が
隆
盛
す
る
と
と

も
に
、
我
が
国
の
古
典
研
究
も
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。
先
ず
、
摂
津
国
の

真
言
僧
・
契け

い

沖
ち
ゅ
う

（
一
六
四
〇
～
一

七
〇
一
）
が
、
水
戸
藩
主
・
徳
川
光

国
（
光み

つ

圀く
に

・
一
六
二
八
～
一
七
〇
一
）

よ
り
委
嘱
さ
れ
『
万
葉
集
』
の
注
釈

書
『
万ま

ん

葉よ
う

代だ
い

匠
し
ょ
う

記き

』
を
記
し
、
国

学
発
展
の
口
火
を
切
り
ま
す
。 

契
沖
の
影
響
を
受
け
登
場
し
た
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

（
一
七
三
〇
～
一
八
〇
一
）

は
、
『
古
事
記
』
や
『
源
氏
物
語
』

の
注
釈
書
を
記
し
、
外
来
文
化
（
か

ら
ご
こ
ろ
）
よ
り
も
我
が
国
古
来
の

文
化
（
や
ま
と
ご
こ
ろ
）
へ
立
ち
返

る
こ
と
を
提
唱
。 

さ
ら
に
宣
長
の
著
作
に
心
酔
し
た

平
田

ひ

ら

た

篤あ
つ

胤た
ね

（
一
七
七
六
～
一
八
四
三
）

は
、
宣
長
国
学
に
独
自
の
研
究
を
加

え
、
仏
教
や
儒
教
、
さ
ら
に
は
吉
田

神
道
を
も
排
除
し
た
「
復
古
神
道
神

学
」
を
確
立
。
篤
胤
の
門
人
は
四
千

を
超
え
、
そ
の
潮
流
は
国
学
を
尊
王

攘
夷
論
に
ま
で
押
し
上
げ
る
と
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
。 

 近
世
の
寺
社
整
理 

国
学
の
発
展
に
伴
い
、
寺
社
も
そ

の
影
響
を
受
け
て
い
き
ま
す
。 

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
、
水
戸

藩
主
・
徳
川
光
国
は
藩
内
の
寺
社
改

革
の
た
め
、
神
仏
分
離
政
策
を
実
行
。

そ
れ
は
他
の
藩
に
も
影
響
を
与
え
、

岡
山
藩
・
池
田
光
政
（
一
六
〇
九
～

一
六
八
二
）
も
同
様
の
政
策
を
取
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
規
模
が
小
さ
く
、

そ
の
実
体
も
怪
し
げ
な
寺
院
を
棄
却

し
、
僧
侶
は
還
俗
処
分
。
神
社
に
対

し
て
も
、
民
衆
が
素
朴
な
願
い
事
を

す
る
小
規
模
の
も
の
は
「
淫い

ん

祠じ

」
と

し
て
整
理
処
分
し
た
の
で
す
。 

江
戸
初
期
の
寺
社
整
理
に
よ
っ
て

淘
汰
さ
れ
た
寺
社
は
、
水
戸
藩
で
寺

院
一
千
以
上
（
四
十
六
％
）
、
神
社

三
千
以
上
、
岡
山
藩
で
は
寺
院
約
六

百
（
五
八
％
）
、
神
社
約
一
万
（
九

五
％
）
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
後
の
水
戸
藩
九
代
・
徳
川

斉な
り

昭あ
き

（
一
八
〇
〇
～
一
八
六
〇
）
は
、

海
防
軍
備
増
強
を
目
的
と
し
て
寺
院

の
梵
鐘
や
仏
像
を
没
収
し
、
約
二
百

の
寺
院
を
廃
寺
に
し
ま
し
た
。
斉
昭

は
後
に
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な

り
ま
し
た
が
、
黒
船
が
駿
河
に
来
航

し
、
西
欧
列
強
へ
の
対
処
が
求
め
ら

コ
ラ
ム 

京都神楽岡「吉田神社」 



れ
た
江
戸
後
期
の
若
手
政
治
家
に
は

大
き
な
刺
激
と
も
な
り
ま
し
た
。 

 神
仏
分
離
令
と
廃
仏
毀
釈 

そ
し
て
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

三
月
、
王
政
復
古
を
め
ざ
す
明
治
新

政
府
は
、
い
わ
ゆ
る
「
神
仏
分
離

（
判
然
）
令
」
を
布
告
し
ま
す
。 

そ
こ
に
は
、
国
家
の
諸
事
か
ら
仏

教
を
排
し
、
す
べ
て
神
道
形
式
で
行

う
こ
と
（
祭
政
一
致
）
と
し
、
神
職

は
皆
、
神
祇
官
（
公
務
員
）
に
付
属

す
る
こ
と
、
ま
た
社
僧
た
ち
は
還
俗

し
、
神
宮
寺
の
別
当
（
住
職
）
は
神

職
へ
転
身
し
て
神
社
で
働
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
神
社
か
ら
仏
教
に
関
す
る

一
切
の
も
の
（
「
権ご

ん

現げ
ん

」
な
ど
の
呼

称
、
鰐
口
や
梵
鐘
な
ど
の
法
具
類
）

を
排
除
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
お
り
、
明
治
政
府
の
強
い
意

向
が
う
か
が
え
ま
す
。
「
神
と
仏
を

分
離
（
判
然
）
さ
せ
る
」
と
い
う
名

目
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
政
令
が

全
国
各
地
で
過
剰
な
仏
教
弾
圧
を
も

た
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
れ
が
最
も
激
し
か
っ
た

の
が
薩
摩
藩
で
す
。
な
ん
と

藩
内
す
べ
て
の
寺
院
（
一
〇

六
六
ヶ
寺
）
が
廃
寺
と
な

り
、
僧
侶
も
全
員
（
二
、
九

六
四
人
）
が
還
俗
さ
せ
ら
れ

た
の
で
す
。
そ
の
他
、
高

知
、
長
野
、
伊
勢
な
ど
の
地
方
に
お

い
て
も
、
激
し
い
弾
圧
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

都
も
同
様
で
、
古
都
奈
良
で
は
興こ

う

福ふ
く

寺じ

や
東と

う

大だ
い

寺じ

と
い
っ
た
大
寺
院
で

伽
藍
や
宝
物
類
が
棄
却
さ
れ
、
僧
侶

の
多
く
が
還
俗
処
分
。
京
都
で
は
神

仏
を
伴
に
祀
っ
て
い
た
北き

た

野の

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

、

祇ぎ

園お
ん

感か
ん

神じ
ん

院い
ん

（
現
・
八
坂
神
社
）
、

石い
わ

清し

水み
ず

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

な
ど
か
ら
仏
教
色
が

排
さ
れ
、
そ
の
他
多
く
の
寺
院
が
領

地
を
没
収
さ
れ
ま
し
た
。
新
都
東
京

で
は
、
増ぞ

う

上
じ
ょ
う

寺じ

の
境
内
半
分
が
芝

公
園
と
な
り
、
寛か

ん

永え
い

寺じ

境
内
の
ほ
と

ん
ど
が
上
野
公
園
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
「
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈
し
ゃ
く

」
は
、

全
国
各
地
の
寺
院
を
廃
寺
に
追
い
込

み
、
江
戸
期
に
約
九
万
を
数
え
た
寺

院
も
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は

半
数
の
四
万
五
千
ヶ
寺
に
ま
で
減
少

し
て
い
ま
す
。
明
治
政
府
に
よ
る
神

仏
分
離
令
、
並
び
に
そ
れ
を
き
っ
か

け
と
す
る
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
、
日

本
の
景
色
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。 

 仏
教
の
復
活 

む
す
び 

以
上
が
我
が
国
に
お
け
る
神
仏
分

離
の
概
略
で
す
。
特
に
廃
仏
毀
釈
は
、

日
本
仏
教
に
と
っ
て
史
上
最
も
過
酷

な
出
来
事
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
注
目
す
べ
き
は

廃
仏
毀
釈
は
わ
ず
か
数
年
で
収
束
し
、

仏
教
は
瞬
く
間
に
復
活
を
遂
げ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
当
時
の

仏
教
界
の
懸
命
な
る
努
力
も
当
然
大

き
い
で
す
が
、
そ
も
そ
も
葬
儀
も
墓

も
、
寺
院
無
し
で
一
体
ど
う
す
る
の

か
？
人
々
は
や
は
り
ホ
ト
ケ
を
必
要

と
し
た
の
で
す
。
カ
ミ
と
ホ
ト
ケ
が

揃
っ
て
い
な
い
と
成
り
立
た
な
い
の

が
我
が
国
の
精
神
文
化
で
あ
っ
て
、

ま
さ
に
神
仏
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
性
だ
と
言
え
ま
す
。 

前
号
ま
で
に
も
ご
紹
介
し
た
通
り
、

「
神
仏
習
合
」
は
分
離
政
策
や
廃
仏

毀
釈
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
も
な

お
、
そ
の
精
神
を
絶
や
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
社
と
寺
院
、

そ
し
て
カ
ミ
と
ホ
ト
ケ
は
、
相
互
に

役
割
を
補
い
合
い
な
が
ら
今
も
私
た

ち
日
本
人
の
心
を
支
え
続
け
て
い
る

の
で
す
。 

  参
考
：
『
わ
か
り
や
す
い
神
道
の
歴
史
』
神
社
本

庁
総
合
研
究
所
、
『
吉
田
神
道
の
四
百
年
』
井
上

智
勝
、
『
本
居
宣
長 

～
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と

「
日
本
」
の
発
見
～
』
先
崎
彰
容
、
『
本
居
宣
長 

～
文
学
と
思
想
の
巨
人
～
』
田
中
康
二
、
『
平
田

篤
胤 

～
交
響
す
る
死
者
・
生
者
・
神
々
～
』
吉

田
麻
子
、
『
廃
仏
毀
釈 

～
寺
院
・
仏
像
破
壊
の

真
実
～
』
畑
中
章
宏
、
『
仏
教
抹
殺 

～
な
ぜ
明

治
維
新
は
寺
院
を
破
壊
し
た
の
か
～
』
鵜
飼
秀

徳 

 

石清水八幡宮に残る石灯篭 
台座が仏式の蓮華形になっている 



   

        

 

             

                         

   

    

                   

             

長泉寺の公式ホームページをぜひご活用下さい    

住職のブログ、月行事日程、文化教室のご案内など長泉寺の様々な情報がご覧になれます 

将 棋 ク ラ ブ 
  
毎月一回 客殿で開催中 参加無料 

 

■89回目 

10 月26 日（日） 13：30－16：00 
 

■90回目 

11月24日（月祝） 13：30－16：00 
 

いつも集まったメンバーで楽しくやっていま

す。どなたでもお気軽にご参加ください。 

長泉寺 南方          

奉
納 

大
の
ぼ
り
幡 

の
ご
案
内 

 

約
一
年
半
に
わ
た
って
境
内
に
掲
げ
さ
せ
て 

い
た
だ
く
白
い
「大
の
ぼ
り
幡
」の
施
主
様
を 

募
集
し
て
い
ま
す 

施
主
を
お
勤
め
く
だ
さ
る
お
方
に
は  

今
月
末
ま
で
に
当
山
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
せ 

 

金 

三
萬
円
也
／
幡
一
基 

 

永
代
供
養
「
樂
陽
廟
」
合
同
追
悼
法
会 

春 

秋 

祭 
月 

 
 

日
（
金
）  

時
～
於 

玉
佛
堂 

 

ご
縁
の
あ
る
御
方
に
は
、
お
繰
り
合
わ
せ
ご
参
拝
下
さ
い
。 

霜月大師ご縁日 
９:００ 大師縁日法会 

１１:００  安らぎの塔 

平和祈願法会 

併修「長泉寺文化祭」 

11 

21 

10 

◇◆◇◆◇◆◇◆ 長泉寺文化教室 ◆◇◆◇◆◇◆ 
長泉寺合唱団ナーガ 第 2,3,4月曜 10時～12時 

      金剛流御詠歌会 毎週火曜 10時～12時 

       御室流華道教室 毎月 1回 

           写経会 毎月 8日、21日 10時 

          書の会 毎月 1回 

        将棋クラブ 毎月 1回 

      寺子屋文化講座 隔月 1回 

◇◆◆◇◆◇ お気軽にお問い合わせください ◇◆◇◆◇◆ 

 

令和 8年正月 8日 

「客殿修繕奉讃会（仮称）」が発足します 
  
 昭和 36 年に建設された現在の木造客殿の老朽化に伴い、長泉

寺檀信徒総代会は令和 8 年正月 8 日に「客殿修繕奉讃会」を発

足し、来る令和 11 年「長泉寺中興 70 周年」に向けて客殿の修繕

事業を進めていく所存です。 

 現在、総代および檀信徒中の専門家の方々らと「客殿修繕事業

準備委員会」を適宜開催しながら、次世代の檀信徒へ安心安全な

る客殿を継承すべく、その事業内容の精査を行っております。 

 つきましては、当事業をお見守りいただくとともに、当奉讃会発足の

際には、何卒ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

  長泉寺檀信徒総代会 


